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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和1年10月3日(2019.10.3)

【公表番号】特表2018-537847(P2018-537847A)
【公表日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-519902(P2018-519902)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/048    (2014.01)
   Ｃ０８Ｆ 210/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   31/04     ５６０　
   Ｃ０８Ｆ  210/16     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年8月26日(2019.8.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと、光起電エレメントと
、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとをフロント側からリア側に向
かってこの順序で含む、光起電モジュールであって、前記フロント封入層エレメントまた
はリア封入エレメントのうちの少なくとも一つは、
　－　エチレンのポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の極性コモノマー以外のコモノマー以外の官能基を含む単
位を持つ、エチレンのポリマー；
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートコモノマーより選択される一つ以上の極性コモノマ
ーを含む、エチレンのポリマー；または、
　　（ａ３）（Ｃ１～Ｃ１０）‐α‐オレフィンコモノマーより選択される一つ以上のα
‐オレフィンコモノマーを含む、エチレンのポリマー、
　より選択されるエチレンのポリマー（ａ）と；
　ポリマー（ａ）のコモノマーは、存在する場合には、ビニルアセテートコモノマー以外
のコモノマーであり、
　－　シラン基を含む単位（ｂ）と；
　を含むポリマー組成物を含み、
　前記ポリマー（ａ）は、メルトフローレートＭＦＲ２が（ＩＳＯ１１３３にしたがって
１９０℃および２．１６ｋｇ荷重で）２０ｇ／１０分未満であり、
　フロント封入層エレメントまたはリア封入層エレメントの少なくとも一つのポリマー組
成物は、光起電モジュールの生産プロセスの前または生産プロセス中に、スズ、亜鉛、鉄
、鉛またはコバルトのカルボン酸塩もしくは芳香族有機スルホン酸の群より選択されるシ
ラノール縮合触媒（ＳＣＣ）にさらされない、
　光起電モジュール。
【請求項２】
　前記ポリマー組成物は、ＭＦＲ２が、ＩＳＯ１１３３にしたがって１９０℃および２．
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１６ｋｇ荷重で測定したときに、０．１～１５ｇ／１０分である、請求項１に記載の光起
電モジュール。
【請求項３】
　剪断減粘指数ＳＨＩ０．０５／３００が、ＩＳＯ６７２１－１およびＩＳＯ６７２１－
１０にしたがう動的剪断測定で測定したときに、３０．０～１００．０である、請求項１
～２のいずれか一項に記載の光起電モジュール。
【請求項４】
　前記エチレンのポリマー（ａ）は、溶融温度Ｔｍが、ＡＳＴＭ　Ｄ３４１８にしたがう
ＤＳＣで測定したときに、１００℃未満である、請求項１～３のいずれか一項に記載の光
起電モジュール。
【請求項５】
　前記ポリマー組成物は、
　－　ポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の前記極性コモノマー以外のコモノマー以外の官能基を含
む単位を持つ、エチレンのポリマー；または
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートコモノマーより選択される一つ以上の極性コモノマ
ーを含む、エチレンのポリマー
　より選択される、ポリマー（ａ）と、
　－　シラン基を含む単位（ｂ）と
　を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の光起電モジュール。
【請求項６】
　前記ポリマー組成物は、
　－　ポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の前記極性コモノマー以外のコモノマー以外の官能基を含
む単位を持つ、エチレンのポリマー；または
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートコモノマーより選択される一つ以上の極性コモノマ
ーを含む、エチレンのポリマー
　より選択される、ポリマー（ａ）と、
　－　シラン基を含む単位（ｂ）と
　を含み、
　より好ましくは、前記ポリマー組成物は、
　－　前記官能基を含む単位として前記シラン基を含む単位（ｂ）を持つ前記エチレンの
ポリマー（ａ１）であるポリマー（ａ）であって、好ましくは前記ポリマー（ａ１）は、
ポリマー（ａ２）の極性コモノマーまたはα－オレフィンコモノマーを含まない、すなわ
ち有しない、ポリマー（ａ）
　を含み、または、
　前記ポリマー組成物は、
　－　（Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（Ｃ１～
Ｃ６）－アルキルアクリレート、好ましくは一つの（Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレー
トより選択される一つ以上の極性コモノマーを含み、前記極性コモノマー以外の官能基を
含む単位を持つ、エチレンのポリマー（ａ２）である、ポリマー（ａ）と；
　－　シラン基を含む単位（ｂ）と
　を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の光起電モジュール。
【請求項７】
　前記シラン基を含む単位（ｂ）は、式（Ｉ）
　Ｒ１ＳｉＲ２ｑＹ３－ｑ　（Ｉ）
　により表される加水分解性不飽和シラン化合物であり、式中、
　Ｒ１は、エチレン性不飽和ヒドロカルビル、ヒドロカルビルオキシまたは（メタ）アク
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リルオキシヒドロカルビル基であり、
　各Ｒ２は独立して脂肪族飽和ヒドロカルビル基であり、
　同じでも異なってもよいＹは加水分解性有機基であり、
　ｑは０、１または２であり、前記層中、定量核磁気共鳴（ＮＭＲ：ｎｕｃｌｅａｒ‐ｍ
ａｇｎｅｔｉｃ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）分光法によって決定したときに、０．０１～１．
００ｍｏｌ％である、
　請求項１～６のいずれか一項に記載の光起電モジュール。
【請求項８】
　ポリマー（ａ）は、ビニルトリメトキシシランコモノマーとのエチレンのコポリマー（
ａ１）であるか、または、メチルアクリレートコモノマーと、およびビニルトリメトキシ
シランコモノマーとのエチレンのコポリマー（ａ２）である、請求項１～７のいずれか一
項に記載の光起電モジュール。
【請求項９】
　前記フロント封入エレメントおよび前記リア封入エレメントのいずれも、ポリエチレン
組成物を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の光起電モジュール。
【請求項１０】
　前記フロント封入エレメントは、前記ポリエチレン組成物を含む、単層エレメントまた
は少なくとも一つの層を含む多層エレメントであり、好適には前記フロント封入エレメン
トは、フロント封入単層エレメントである、請求項１～９のいずれか一項に記載の光起電
モジュール。
【請求項１１】
　リア封入エレメントは、前記ポリエチレン組成物を含む、単層エレメントまたは少なく
とも一つの層を含む多層エレメントである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の光起
電モジュール。
【請求項１２】
　前記剛性フロントカバーエレメントは、ガラス層である、請求項１～１１のいずれか一
項に記載の光起電モジュール。
【請求項１３】
　前記剛性バックカバーエレメントは、ガラス層である、請求項１～１２のいずれか一項
に記載の光起電モジュール。
【請求項１４】
　フロントガラス層エレメントと、フロント封入部と、少なくとも一つの光起電エレメン
トと、リア封入エレメントと、バックガラス層エレメントとをフロント側からリア側に向
かってこの順序で含むデュアルガラス光起電モジュールである、請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の光起電モジュール。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載のデュアルガラス光起電モジュールの層を生産す
るための、請求項１～１４のいずれか一項に記載のポリマー組成物の使用。
【請求項１６】
　剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと、光起電エレメントと
、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとをフロント側からリア側に向
かってこの順序で含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載の光起電モジュールを生産
するための積層プロセスであって、前記フロント封入層エレメントおよびリア封入エレメ
ントのうちの少なくとも一つは、
　－　エチレンのポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の極性コモノマー以外のコモノマー以外の官能基を含む単
位を持つ、エチレンのポリマー；
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）－アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）－アルキルアクリレートコモノマーより選択される一つ以上の極性コモノマ
ーを含む、エチレンのポリマー；または
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　　（ａ３）（Ｃ１～Ｃ１０）－α－オレフィンコモノマーより選択される一つ以上のα
－オレフィンコモノマーを含む、エチレンのポリマー
　より選択されるエチレンのポリマー（ａ）と；
　－　シラン基を含む単位（ｂ）と；
　を含むポリマー組成物を含み、
　前記ポリマー（ａ）は、メルトフローレートＭＦＲ２が（ＩＳＯ１１３３にしたがって
１９０℃および２．１６ｋｇ荷重で）２０ｇ／１０分未満であり；
　フロントまたはリア封入層エレメントの少なくとも一方のポリマー組成物は、光起電モ
ジュールの製造プロセスの前または製造プロセス中に、スズ、亜鉛、鉄、鉛またはコバル
トのカルボキシレートまたは芳香族有機スルホン酸の群から選択されるシラノール縮合触
媒（ＳＣＣ）にさらされず、
　前記プロセスは、
　（ｉ）前記剛性保護フロント層エレメントと、前記フロント封入層エレメントと、前記
光起電エレメントと、前記リア封入層エレメントと、前記剛性保護バック層エレメントと
を、光起電モジュールアセンブリを形成するために、フロント側からリア側に向かってこ
の順序で設ける、組み立てステップと；
　（ｉｉ）前記光起電モジュールアセンブリを加熱する、加熱ステップと；
　（ｉｉｉ）前記アセンブリの前記積層が生じるように、加熱条件で前記光起電モジュー
ルアセンブリに対する圧力を上昇させ保つ、加圧ステップと；
　（ｉｖ）得られた前記光起電モジュールを後の使用のために冷却し取り外す、回収ステ
ップと
　を含む、積層プロセス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　本発明は、剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと、光起電エ
レメントと、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとを所与の順序で含
む光起電モジュールを生産するための積層プロセスをさらに提供し、フロント封入層エレ
メントおよびリア封入エレメントのうちの少なくとも一つは、
　‐　エチレンのポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の極性コモノマー以外の一つ以上のコモノマー（単数また
は複数）を任意に含み、前記任意のコモノマー（単数または複数）以外の官能基を含む単
位を持つ、エチレンのポリマー；
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートコモノマー（単数または複数）より選択される一つ
以上の極性コモノマー（単数または複数）を含み、前記極性コモノマー以外の官能基（単
数または複数）を含む単位を任意に持つ、エチレンのポリマー；または
　　（ａ３）（Ｃ１～Ｃ１０）‐α‐オレフィンコモノマーより選択される一つ以上のα
‐オレフィンコモノマーを含み、官能基（単数または複数）を含む単位を任意に持つ、エ
チレンのポリマー
　より選択されるエチレンのポリマー（ａ）と；
　‐　シラン基（単数または複数）を含む単位（ｂ）と；
　を含むポリマー組成物を含み、
　ポリマー（ａ）は、メルトフローレートＭＦＲ２が（ＩＳＯ１１３３にしたがって１９
０℃および２．１６ｋｇ荷重で）２０ｇ／１０分未満であり；
　プロセスは、
　（ｉ）剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと、光起電エレメ
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ントと、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとを所与の順序で設けて
、光起電モジュールアセンブリを形成する、組み立てステップと；
　（ｉｉ）光起電モジュールアセンブリを、任意にチャンバ内で排気条件で加熱する、加
熱ステップと；
　　（ｉｉｉ）アセンブリの積層が生じるように、加熱条件で光起電モジュールアセンブ
リに対する圧力を上昇させ保つ、加圧ステップと；
　　（ｉｖ）得られた光起電モジュールを後の使用のために冷却し取り外す、回収ステッ
プと
　を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１４】
　したがって本発明は、剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと
、光起電エレメントと、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとを所与
の順序で含む光起電モジュールを生産するための積層プロセスも提供し、フロント封入層
エレメントおよびリア封入エレメントのうちの少なくとも一つは、
　‐　エチレンのポリマー（ａ）であって、
　　（ａ１）ポリマー（ａ２）の極性コモノマー以外の一つ以上のコモノマー（単数また
は複数）を任意に含み、前記任意のコモノマー（単数または複数）以外の官能基を含む単
位を持つ、エチレンのポリマー；
　　（ａ２）（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートまたは（Ｃ１～Ｃ６）‐アルキル（
Ｃ１～Ｃ６）‐アルキルアクリレートコモノマー（単数または複数）より選択される一つ
以上の極性コモノマー（単数または複数）を含み、前記極性コモノマー以外の官能基（単
数または複数）を含む単位を任意に持つ、エチレンのポリマー；または
　　（ａ３）（Ｃ１～Ｃ１０）‐α‐オレフィンコモノマーより選択される一つ以上のα
‐オレフィンコモノマーを含み、官能基（単数または複数）を含む単位を任意に持つ、エ
チレンのポリマー
　より選択されるエチレンのポリマー（ａ）と；
　‐　シラン基（単数または複数）を含む単位（ｂ）と；
　を含むポリマー組成物を含み、
　ポリマー（ａ）は、メルトフローレートＭＦＲ２が（ＩＳＯ１１３３にしたがって１９
０℃および２．１６ｋｇ荷重で）２０ｇ／１０分未満であり；
　プロセスは、
　（ｉ）剛性保護フロント層エレメントと、フロント封入層エレメントと、光起電エレメ
ントと、リア封入層エレメントと、剛性保護バック層エレメントとを所与の順序で設けて
、光起電モジュールアセンブリを形成する、組み立てステップと；
　（ｉｉ）光起電モジュールアセンブリを、任意にチャンバ内で排気条件で加熱する、加
熱ステップと；
　（ｉｉｉ）アセンブリの積層が生じるように、加熱条件で光起電モジュールアセンブリ
に対する圧力を上昇させ保つ、加圧ステップと；
　（ｉｖ）得られた光起電モジュールを後の使用のために冷却し取り外す、回収ステップ
と
　を含む。
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